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一

『

沈
黙』

(

新
潮
社
、
一
九
六
六
・
三)

は
、
師
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教

を
償
う
た
め
に
日
本
へ
の
潜
入
を
試
み
な
が
ら
も
捕
縛
、
棄
教
し
て
い

く
ロ
ド
リ
ゴ
の
姿
を
描
い
た
。
そ
し
て
、
遠
藤
は
そ
の
モ
デ
ル
を
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
・
キ
ャ
ラ
神
父
と
語
っ
た

(｢

あ
と
が
き｣)

。

鎖
国
時
代
の
弾
圧
は
、
そ
の
意
志
を
試
す
よ
う
に
熾
烈
を
極
め
、
信

仰
に
生
き
る
者
を
殉
教
者
と
棄
教
者
と
に
分
け
た
。
遠
藤
は
、
そ
の
後

者
に
至
っ
た
二
人
を
モ
デ
ル
に
、
己
の
核
を
喪
っ
た
、
ま
た
喪
っ
て
い

く
者
の
劇ド

ラ
マ
を
創
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
キ
ャ
ラ
神
父
、
後
の
岡
本
三
右
衛

門
つ
い
て
、
史
料
を�
り
な
が
ら
作
品
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。

二

作
品
の
な
か
で
、
ロ
ド
リ
ゴ
等
が
危
険
を
顧
み
ず
日
本
へ
向
か
っ
た

の
は
、
師
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
屈
従
の

｢

真
相
を
こ
の
眼
で
つ
き
と
め
よ
う

と
考
え
た｣

か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
作
品
の

｢

た
ん

な
る
一
個
人
の
挫
折
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
信
仰
と
思
想
の

屈
辱
的
な
敗
北｣

と
い
う
一
節
の
示
す
よ
う
な
深
刻
な
事
態
が
あ
っ
た
。

『

日
本
切
支
丹
宗
門
史』 (

注
１)(

以
下

『

宗
門
史』

と
略
す)

は
、
そ
の
辺
り

を
次
の
よ
う
に
記
す
。

そ
れ
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
六
三
六
年
十
一
月
二
日
、
棄
教
と
い
う

｢

拒
否
し
難
い
証
拠
の
上
に｣

(

下
巻)

フ
ェ
レ
イ
ラ
を
除
名
し
た
と
い

う
記
述
か
ら
始
ま
る
。
そ
し
て
、｢

フ
ェ
レ
イ
ラ
神
父
の
背
教
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
知
れ
る
と
、
こ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
そ
の
他
の
修
道
会
の
中
に
、
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非
常
な
苦
痛
を
与
へ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
者
達
は
、
自
分
達
の
血

で
、
修
士
の
罪
を
洗
ふ
た
め

(

傍
線
下
野
、
以
下
同
様)

、
皆
競
つ
て

日
本
に
遣
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
ゐ
た｣

(

下
巻
一
六
三
七
年) (

注
２)

と
、

残
さ
れ
た
者
た
ち
の
使
命
感
へ
一
層
火
を
付
け
る
に
至
っ
た
状
況
を
写

し
て
い
く
。

マ
ス
ト
リ
リ
神
父
は
、｢
フ
ェ
レ
イ
ラ
神
父
が
転
ん
だ
の
を
償
う
た

め
に｣

(

同
前)

と
い
う
信
念
に
基
づ
き
、
一
六
三
五
年
四
月
リ
ス
ボ

ン
を
出
発
、
ゴ
ア
、
マ
ニ
ラ
を
経
て
一
六
三
七
年
九
月
薩
摩
に
上
陸
し

た
。
覚
悟
の
捕
縛
、
そ
し
て
長
崎
へ
の
移
送
、
待
っ
て
い
た
の
は

｢

四

百
石
の
水
を
ゆ
る

く
而
も
休
な
し
に
顔
に
濺
ぎ
か
け｣

る
水
責
め
に

始
ま
る
苛
烈
な
拷
問
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
四
日
間
〈
穴
吊
り
〉
に
さ

れ
斬
首
、
死
体
は
切
り
刻
ま
れ
焼
か
れ
て
、
そ
の
灰
は
川
に
流
さ
れ
た

と
伝
え
る
。

続
い
た
の
は
、
や
は
り
フ
ェ
レ
イ
ラ
神
父
を

｢

立
ち
返
ら
し
た
い
と

い
ふ
希
望｣

(

下
巻
一
六
四
二
年)

を
持
っ
た
、
ル
ビ
ノ
神
父
他
四
人

の
神
父
を
含
む
八
名
の
一
行
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
作
品
の

｢

ロ
ー
マ

で
ル
ビ
ノ
神
父
を
中
心
と
し
て
四
人
の
司
祭
た
ち
が
集
ま
っ
た
。
こ
の

人
た
ち
は
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
と
い
う
教
会
の
不
名
誉
を
雪
辱
す
る
た

め
に｣

云
々
と
い
う
描
写
と
関
わ
る
。
し
か
し
、
彼
等
も
ま
た
薩
摩
で

捕
縛
さ
れ
長
崎
へ
送
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
一
行
の
取
調
べ
の
際
通
詞
を

勤
め
た
の
が
既
に
目
明
し
と
な
り
、
名
も
沢
野
忠
庵
と
改
め
ら
れ
た
フ
ェ

レ
イ
ラ
で
あ
っ
た
。
ル
ビ
ノ
神
父
は
、
そ
の
よ
う
な

｢

不
幸
な
フ
ェ
レ

イ
ラ
に
如
何
に
も
残
酷
な
言
葉
で
話
し
か
け
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
は
、
退
去

す
る
の
已
む
な
き
に
至
つ
た｣

(

同
前)

と
厳
し
く
対
峙
し
た
。

そ
う
し
た
一
行
の�

末
は
、
同
時
代
を
写
し
た

『

長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商

館
の
日
記』 (

注
３)(

以
下

『

商
館
日
記』

と
略
す)

が
補
っ
て
く
れ
る
。

｢

マ
カ
オ
の
コ
レ
ジ
ヨ
の
長
で
非
常
に
尊
敬
を
う
け
、
そ
の
名
と
身

分
は
奉
行
に
も
知
ら
れ
て
い
た｣

ル
ビ
ノ
神
父
の
取
調
べ
の
際
、｢

改

宗
パ
ー
デ
レ
・
ジ
ョ
ア
ン
が
奉
行
の
命
を
受
け
て
棄
教
転
向
を
勧
め
た

と
こ
ろ
、
激
し
い
言
葉
で
拒
否
さ
れ
た｣

(

第
一
輯
一
六
四
二
・
八
・

二
二)

と
い
う
記
述
は
、
先
の

『

宗
門
史』

と
重
な
る
。
作
品
の

｢

お

前
が
転
ぶ
よ
う
、
奨
め
ろ
と
…
…
私
は
言
わ
れ
て
き
た｣

と
い
う
描
写

は
、『

宗
門
史』

、『

商
館
日
記』

に
散
見
さ
れ
る
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
姿
で

あ
る
。

そ
の
後
は
、｢

捕
え
ら
れ
た
パ
ー
デ
レ
は
、
法
官
か
ら
連
日
甚
し
い

拷
問
を
う
け｣

云
々

(

同
三
一)

を
始
め
と
し
て
、
厳
し
い
拷
問
の
続

く
様
子
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
七
箇
月
後
、
彼
等
は

｢

駄
馬
に
乗

せ
て
全
市
内
を
曳
き
廻
さ
れ
、
市
外
の
刑
場
で
穴
吊
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た｣
。
殉
教
の
続
く
な
か
、
生
き
残
っ
た
者
も

｢

既
に
意
識
を
失
っ
て

い
た
の
で
、
奉
行
の
差
図
で
殺
さ
れ
た
。
そ
の
後
八
人
は
寸
断
し
、
焼

い
て
灰
に
し
遠
い
海
に
捨
て
ら
れ
た｣

(

第
一
輯
一
六
四
三
・
三
・
一

七)

と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
は
、
意
図
的
に
対
比
す
る
よ
う
に
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｢
棄
教
し
て
今
長
崎
に
住
み
ジ
ュ
ア
ン
と
称
し
て
い
る
人
、
外
多
数
の

パ
ー
デ
レ
の
僕
で
あ
っ
た
者
が
訴
え
出
て
、
二
十
二
年
前
に
埋
葬
さ
れ

た
パ
ー
デ
レ
の
遺
骸
を
発
掘
し
、
焼
い
て
海
中
に
投
じ
た｣

と
、
フ
ェ

レ
イ
ラ
等
に
よ
っ
て
遺
骸
発
掘
に
ま
で
及
ん
だ
記
述
が
続
く
。
ル
ビ
ノ

神
父
等
の
殉
教
の
様
子
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
醜
悪
な
所
行
、
二
つ
を
繋
げ

た
背
景
に
は
、
前
者
の
栄
光
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
陰
影
が
対
照
的
な
像
と

し
て
刻
ま
れ
た
、
記
し
た
者
の
意
識
の
反
映
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
事
態
へ
あ
え
て
抗
す
る
よ
う
に
続
い
た
の
が
、

キ
ャ
ラ
神
父
を
含
む
総
勢
十
名
の
一
行
で
あ
る
。
作
品
で
は
、
ル
ビ
ノ

神
父
一
行
に
対
し

｢

こ
の
一
団
と
は
別
な
理
由
か
ら
三
人
の
若
い
神
父

が
同
じ
よ
う
な
日
本
潜
伏
を
企
て
て
い
た｣
と
ロ
ド
リ
ゴ
等
を
創
る
が
、

史
的
に
は
ル
ビ
ノ
神
父
一
行
を
言
わ
ば
第
一
陣
、
続
く
キ
ャ
ラ
神
父
一

行
を
第
二
陣
と
連
続
性
の
な
か
に
捉
え
る
。

一
六
三
三

(

寛
永
一
〇)

年
か
ら
十
年
程
を
経
な
が
ら
、
そ
れ
で
も

潜
入
は
試
み
続
け
ら
れ
た
。
状
況
は
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
が
い
か
に

｢

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
信
仰
と
思
想｣

(『

沈
黙』)

に
と
っ
て

｢

非
常
な

苦
痛｣

(『

宗
門
史』)

で
あ
っ
た
か
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
第
二
陣
は
次
の
よ
う
な�
末
を�
る
。

寛
永
廿
年
未
五
月
十
二
日
筑
前
国
梶
目
ノ
大
島
ニ
小
舟
一
艘
漕
寄

ス
ル

(

略)

陸
ニ
上
ル
其
人
ヲ
見
ル
ニ
頭
髪
ヲ
刺
リ
衣
服
モ
日
本

ノ
仕
立
ニ
テ
長
高
ク
鼻
大
ニ
シ
テ
常
人
ニ
異
ナ
リ

(

略)

長
崎
ヘ

送
リ
来
レ
リ
奉
行
山
崎
権
八
郎
詮
議
ア
リ
彼
ノ
者
申
シ
テ
日
ク
四

人
ハ
伴
天
連

(

略)

ス
ベ
テ
十
人
此
節
ヒ
ソ
カ
ニ
日
本
ニ
来
リ
シ

ニ
日
本
ハ
切
支
丹
稠
シ
キ
御
制
禁
ノ
旨
承
リ
候
ニ
ヨ
リ
ワ
ザ
ト
姿

ヲ
変
ヘ
此
辺
マ
デ
乗
リ
渡
リ
シ
ガ
船
中
水
ヲ
切
ラ
シ
テ
嶋
ニ
揚
リ

候
処
則
捕
ヘ
ラ
レ
候
ト
白
状
ス
此
旨
江
府
ヘ
言
上
ア
ル
ニ
其
後
早
々

江
戸
ヘ
可
差
越
ト
ノ
上
意
ニ
ヨ
リ
テ
与
力
同
心�

ニ
通
詞
名
村
八

左
衛
門
西
吉
兵
衛
目
明
仲
庵
ヲ
差
添
ラ
レ
上
セ
ラ
ル
江
府
ニ
於
テ

即
獄
屋
ニ
入
レ
置
レ
シ
ニ
数
歳
ナ
ラ
ズ
シ
テ
非
ヲ
悔
ヒ
罪
ヲ
謝
シ

テ
我
国
ノ
民
俗
ト
ナ
ル
因
テ
小
日
向
ニ
屋
敷
ヲ
玉
フ(

注
４)

一
六
四
三

(

寛
永
二
〇)

年
、
四
人
の

｢

伴
天
連｣

を
始
め
と
す
る

総
勢
十
名
が
厳
し
い
状
況
を
承
知
の
上
で

｢

ワ
ザ
ト
姿
ヲ
変
ヘ｣

潜
入

を
試
み
、
筑
前
大
島
に
お
い
て
捕
縛
さ
れ
た
。｢

江
府
ヘ
言
上｣

と
は
、

一
六
四
〇

(

寛
永
一
七)

年
宗
門
改
役
も
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
井
上

筑
後
守
へ
の
上
申
で
あ
り
、
そ
の
応
え
が

｢

早
々
江
戸
ヘ
可
差
越｣

と

な
る
。
そ
し
て
、
一
行
を
随
行
し
た
な
か
に

｢

目
明
仲
庵｣

も
い
た
。

そ
の
後
一
行
は
、｢

非
ヲ
悔
ヒ
罪
ヲ
謝
シ
テ｣

棄
教
し
、｢

小
日
向
ニ
屋

敷
ヲ
玉
フ｣

。『

商
館
日
記』

は
、
そ
の
よ
う
な
展
開
を
実
際
の
伝
聞
と

し
て
留
め
る
。

｢
捕
え
ら
れ
た
パ
ー
デ
レ
ら
が
当
地
に
着
い
た
。
彼
ら
は
頭
を
剃
り
、

日
本
の
服
装
を
し
て
い
た
。
そ
の
氏
名
は
次
の
通
り｣

と
し
て
、｢

ペ

ド
ロ
・
マ
ル
ク
ス
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
耶
蘇
会
士
、
七
十
歳｣

、｢

ジ
ョ
セ
・
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ク
ラ
ラ
・
フ
ァ
ン
・
シ
シ
リ
ア
、
耶
蘇
会
士
、
四
十
一
歳｣

、
他
に
二

人
の
神
父
含
め
た
八
人
の
氏
名
、
年
齢
出
身
地
な
ど
を
記
し
た
後

(

第

一
輯
一
六
四
三
・
七
・
四)

、｢

幕
命
に
よ
っ
て
近
く
我
ら
の
通
詞
二
名

並
に
背
教
者
ジ
ュ
ア
ン
と
共
に
江
戸
に
送
ら
れ
る
由｣

(

同
二
五)

と

伝
え
る
。
次
に
、
江
戸
の
状
況
と
し
て
、｢

通
詞
小
兵
衛
殿
の
話
で
は｣

、

｢

数
回
の
拷
問
を
う
け
た
後
に
皆
棄
教
し
、
現
在
囚
人
で
、
行
動
の
自

由
は
な
い
が
、
生
涯
各
月
米
五
俵
、
年
一
貫
目
を
支
給
さ
れ｣
(

同
一

一
・
二
四)

云
々
と
、
棄
教
と
そ
の
後
の
扱
い
な
ど
が
記
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
等
が
許
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、｢

通
詞
吉
兵
衛
殿｣

が
伝
え
る
よ
う
に
、｢

転
向
し
て
日
本
人

と
な
っ
た
彼
ら
は
、
三
日
前
に
上
司
か
ら
日
本
風
に
妻
女
と
同
棲
す
る

こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
日
本
人
パ
ー
デ
レ
た
ち
は
承
諾
し
て
自
由
に
な
っ

た
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
パ
ー
デ
レ
四
人
は
拒
絶
し
た
の
で
、
再
び
投
獄

さ
れ
、
前
よ
り
も
厳
重
に
監
視
を
命
ぜ
ら
れ
た
由｣

(

同
一
二
・
二)

と
妻
帯
を
命
じ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
拒
ん
だ
た
め
に
再
び
拷
問
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
年
を
越
し
て
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
す
。
た
と

え
ば
、
江
戸
か
ら
帰
っ
た

｢

通
詞
吉
兵
衛
殿｣

ら
が

｢

毎
日
激
し
い
拷

問
を
う
け
、
大
目
付
筑
後
殿
の
邸
の
暗
い
室
に
押
込
め
ら
れ
て
い
る
と

話
し
た｣
(

同
一
六
四
四
・
二
・
一
四)

、
或
は

｢

依
然
婦
人
に
接
す
る

こ
と
を
承
知
せ
ぬ
の
で
、
毎
日
水
責
そ
の
他
の
拷
問
に
か
け
ら
れ
て
お

り｣

云
々

(

同
五
・
二
二)

と
い
う
次
第
で
あ
る
。

そ
し
て
、
棄
教
後
一
年
、｢

四
人
の
耶
蘇
会
士
の
中
二
人
は
ま
だ
生

き
て
居
り
、
こ
の
国
の
婦
人
を
妻
と
し
て
い
る
こ
と
、
最
年
長
者
は
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
ペ
ド
ロ
・
マ
ル
ク
ス
で
、
七
十
三
歳
、
そ
の
妻
は
現
に
妊

娠
し
て
い
る
こ
と
、
死
ん
だ
者
は
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
ア
ル
ホ
ン
ソ
・
ア

ロ
ヨ
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
カ
ッ
ソ
ラ
・
ロ
マ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
等
を
聞

い
た｣

(

第
二
輯
一
六
四
五
・
一
・
一
四)

と
い
う
状
況
に
至
る
。
記

事
は
、
名
の
見
え
な
い
キ
ャ
ラ
の
生
存
と
妻
帯
も
伝
え
る
。

そ
こ
か
ら
、
残
さ
れ
た
者
の

｢

小
日
向
ニ
屋
敷
ヲ
玉
フ｣

と
い
う
幽

閉
生
活
が
始
ま
る
。
そ
し
て
、
そ
の
様
子
を
留
め
る
の
が
、｢

切
支
丹

屋
敷
役
人
日
記｣

(

以
下

｢

役
人
日
記｣

と
略
す)

の
原
拠
と
も
な
っ

た

『

査�
余
録』 (

注
５)

で
あ
り
、
ま
た

『

契
利
斯
督
記』 (

注
６)

で
あ
る
。

三

そ
の
屋
敷
は
、｢

ペ
イ
ト
ロ
ヂ
セ
イ
フ
入
満
同
宿
宗
門
ノ
モ
ノ
廿
人

バ
カ
リ
、
小
日
向
屋
鋪
ニ
御
普
請
被
仰
附
、
筑
後
守
ニ
御
預
被
成
候｣

(『

契
利
斯
督
記』)

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
妻
や
召
使
な
ど
キ
ャ
ラ
等

｢
宗
門
ノ
モ
ノ｣

の
た
め
に
普
請
さ
れ
た
。
そ
れ
を
川
村
恒
は
、｢

此
処

は
も
と
井
上
筑
後
守
の
下
屋
敷
で
あ
つ
た
の
を
、
羅
馬
の
伴
天
連
岡
本

三
右
衛
門
等
を
繋
ぐ
為
に
幕
府
が
上
地
を
命
じ
て
御
用
屋
敷
と
し
、
囲

屋
敷
を
此
の
中
に
作
つ
た
も
の
で
あ
る｣

と
纏
め
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
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創
設
年
を

｢

井
上
筑
後
守
が
此
年
霊
岸
島
に
下
屋
敷
を
賜
は
つ
た｣

の

は
そ
の

｢

代
地｣

で
あ
ろ
う
と
い
う
把
握
か
ら
、｢

正
保
三
年｣

(

一
六

四
六)
と
指
摘
し
た

(

注
７)

。
そ
の
数
字
も
、
三
右
衛
門
の
没
年

｢

貞
享
二
年

乙
丑｣

(

一
六
八
五)

と
、｢

囲
屋
敷
ニ
当
丑
年
迄
四
拾
年
罷
在
候｣

(『

査�
余
録』)
と
い
う
幽
閉
期
間
か
ら
計
ら
れ
る
一
六
四
五

(

正
保

二)

年
に
、
妻
帯
と
い
う
情
報

(『

商
館
日
記』

第
二
輯
一
六
四
五
・

一
・
一
四
、)

や

｢

普
請｣
と
い
う
手
間
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
納
得
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
一
行
の
生
活
も
そ
こ
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
広
さ
に
つ
い
て
も
一
つ
の
考
察
が
あ
る
。
真
山
青
果

は
、｢

沿
革
図
書
の
諸
図
、
亨
保
大
地
図
、
明
治
四
年
実
測
東
京
大
絵

図
其
の
他｣

の
諸
書
、
地
図
等
の
検
討
か
ら
、｢
旧
切
支
丹
屋
敷
創
設

当
時
の
原
形
に
近
い
坪
数｣

を

｢

七
千
七
百
坪
余｣
と
提
示
し
た

(

注
８)

。

ま
た
、『

契
利
斯
督
記』

は
次
の
よ
う
に
も
語
る
。

未
ノ
歳
、
十
人
ノ
者
長
崎
ヨ
リ
被
召
寄
、
筑
後
守
ニ
御
ア
ヅ
ケ
、

色
々
御
穿
鑿
仕
候
由
、
嗷
問
ノ
上
ニ
テ
、
両
度
ニ
四
人
ナ
ガ
ラ
コ

ロ
ビ
念
仏
ヲ
申
、
コ
ロ
ビ
申
候
義
偽
ニ
テ
無
之
由
、
手
形
仕
候
由
、

(

略)

其
後
ア
ロ
ン
ゾ
立
ア
カ
リ
候
ニ
付
而
、
上
意
ニ
テ
女
蔵
江

御
入
候
ヘ
バ
、
廿
日
程
存
命
ニ
テ
病
死
イ
タ
シ
候
、
ゼ
ジ
ユ
ン
ト

(

注
９)

申
自
害
ニ
ナ
リ
申
サ
ン
ヤ
ウ
ニ
食
ヲ
少
宛
イ
タ
シ
身
ヨ
ハ
リ
相
果

候
掟
御
座
候
由
、
其
通
ニ
イ
タ
シ
相
果
申
由
、
フ
ラ
ン
シ
ス
一
人

女
一
人
籠
ニ
入
置
候
ヘ
バ
、
是
ハ
籠
屋
ニ
テ
女
ト
心
候
而
、
両
人

ト
モ
ニ
白
状
イ
タ
シ
候
ニ
付
、
籠
中
ノ
者
ニ
見
セ
候
テ
、
伴
天
連

之
祝
言
珍
敷
間
見
候
ヘ
ノ
由
申
付
、
夫
婦
盃
ヲ
取
カ
ワ
セ
、
筑
後

守
屋
敷
江
召
寄
置
候
処
ニ
致
病
死
候
由
、(

略)

ヂ
ヨ
セ
イ
フ
ハ
三

右
衛
門
ト
申
、
女
房
被
下
、
于
今
存
命
ニ
テ
罷
在
候
、
ヘ
イ
ト
ロ

ハ
八
十
余
ニ
テ
明
暦
三
年
五
月
朔
日
病
死
仕
候

纏
め
ら
れ
た
の
は
、
全
員
の
棄
教
、
そ
れ
か
ら
二
人
の
早
い
時
期
で

の
牢
死
と
そ
の
後
の
ヘ
イ
ト
ロ
の
死
、
そ
し
て
キ
ャ
ラ
の
存
命
で
あ
る
。

牢
死
し
た
二
人
は
、
と
も
に

｢

女
蔵｣

に
入
れ
ら
れ
、
ア
ロ
ン
ゾ
は
自

ら
衰
弱
死
を
求
め

(｢

ゼ
ジ
ユ
ン｣)

、
フ
ラ
ン
シ
ス
も

｢

夫
婦
盃
ヲ
取

カ
ワ
セ｣

と
晒
し
者
に
さ
れ
た
後
同
様
に
衰
弱
死
へ
至
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ヘ
イ
ト
ロ
、
一
行
の
長
で
も
あ
っ
た
彼
は

｢

明
暦
三
年｣

(

一

六
五
七)

に
没
す
る
。
一
六
四
三
年
の
捕
縛
か
ら
、
ほ
ぼ
一
四
年
と
い

う
〈
生
〉
で
あ
っ
た
。
三
右
衛
門
は
、
ヘ
イ
ト
ロ
亡
き
後
も
一
六
八
五

(

貞
享
二)

年
迄
、
棄
教
後
四
十
数
年
を
屋
敷
で
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
の
間
、
三
右
衛
門
も
キ
リ
シ
タ
ン
摘
発
に
関
わ
る
仕
事
に

就
か
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
鑑
別
が
あ
っ
た
。

一
六
七
六

(

延
宝
四)

年
一
月
、
長
崎
代
官
末
次
四
代
平
蔵
茂
朝
の

密
貿
易
が
発
覚
し
、
逮
捕
後
父
子
は
隠
岐
へ
流
罪
、
巨
額
の
財
産
は
没

収
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。『

査�
余
録』

に
は
、
そ
れ
と
の
関
わ
り

と
思
わ
れ
る

｢

も
う
る
剣
と
申
剣
有
之
、
柄
ニ
角
ニ
而
仏
之
様
成
人
形

有
之
付
、
若
切
支
丹
之
本
尊
ニ
而
者
無
之
候
哉｣

と
い
う
疑
問
に
応
え
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る
件
が
あ
る
。
ま
た
、
訴
え
に
よ
り
縛
に
就
い
た
者
の｢

所
持
之
道
具
、

銅
の
丸
板
ニ
日
月
を
毛
彫
ニ
い
た
し
候
物
、
鐵
に
て
鼻
ね
ぢ
り
の
様
ニ

拵
候
物
貳
本
有
之
、
岡
本
三
右
衛
門
、
寿
庵
二
官
ニ
為
見
候
処
、
宗
門

之
道
具
ニ
而
者
無
之
由
申
候｣

と
い
う
一
節
も
同
様
で
あ
る
。
ロ
ド
リ

ゴ
が
目
明
し
と
し
て

｢
切
支
丹
の
も
の
か
否
か｣

を
教
え
た
よ
う
に
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
関
わ
る
事
物
の
真
偽
を
判
定
す
る
。
そ
れ
が
、
岡
本
三

右
衛
門
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
の
務
め
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
三
右
衛
門
は
、
棄
教
後
三
十
年
程
を
経
な
が
ら
古
傷
を
再
び

抉
ら
れ
る
よ
う
な
仕
事
も
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
排
耶
書
の
執
筆
で
あ
る
。

『

査�
余
録』

で
は
、
一
六
七
四

(
延
宝
二)

年

｢

正
月
廿
日
よ
り

二
月
八
日
迄
、
岡
本
三
右
衛
門
儀
、
宗
門
之
書
物
相
認
申
候
様
ニ
と
遠

江
守
被
申
付
候｣

と
始
ま
り
、｢

二
月
十
六
日｣

、
二
月

｢

廿
八
日
よ
り

三
月
五
日
迄｣

、｢

六
月
十
四
日
よ
り
七
月
廿
四
日
迄｣
と
、
役
目
を
負

う
者
に
付
添
わ
れ
な
が
ら
の
執
筆
を
伝
え
る
。
そ
し
て
作
品
は
、
そ
の

執
筆
は
写
し
た
も
の
の
、
完
成
後
の

｢

十
月
十
七
日
、
岡
本
三
右
衛
門

書
物
之
訴
訟
申
上
候
儀
能
能
遂
僉
議
、
三
右
衛
門
誤
リ
候
者
、
日
本
之

宗
旨
ニ
可
罷
成
与
と
議
定
仕
ら
せ
可
申
之
旨｣

云
々
と
い
う
、
当
然
の

検
閲
に
関
わ
る
件
は
援
用
し
な
い
。

し
か
し
、
そ
の
背
景
は
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
の

『

顕
偽
録』

執
筆
を
聞
い

た
ロ
ド
リ
ゴ
の
反
応
と
繋
げ
れ
ば
把
握
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、｢

井
上
筑
後
守
の
命
令
で
毎
日
机
に
座
ら
せ
ら
れ
て
い
る

フ
ェ
レ
イ
ラ
。
か
つ
て
自
分
が
生
涯
か
け
て
信
じ
て
き
た
基
督
教
を
不

正
だ
と
書
い
て
い
る
フ
ェ
レ
イ
ラ
。
筆
を
と
っ
て
い
る
フ
ェ
レ
イ
ラ
の

曲
っ
た
背
中
が
司
祭
に
は
眼
に
見
え
る
よ
う
だ｣

と
想
起
さ
れ
た
一
節

と
関
わ
る
。
そ
の
名
を
置
き
換
え
れ
ば
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
姿
は

｢

役
人

日
記｣

に
お
け
る
ロ
ド
リ
ゴ
の
姿
で
あ
る
。
沢
野
忠
庵
と
な
っ
て

『

顕

偽
録』

を
強
い
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
岡
田
三
右
衛
門
と
な
っ
て

｢

宗

門
の
書｣

を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
背
教
司
祭
の
孤
独
な
末
路
を
創

る
た
め
に
は
、｢

宗
門
の
書｣

執
筆
は
必
要
な
条
件
で
あ
っ
た
。
ゆ
え

に
、
そ
れ
を
示
せ
ば
検
閲
の
一
節
な
ど
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
設
定
は
、
後
述
す
る
三
右
衛
門
の
終
焉
の
問
題
と
関
係

し
て
い
く
。

一
方
、
岡
本
三
右
衛
門
の
書
物
が
大
き
く
貢
献
す
る
の
は
そ
の
没
後

二
十
余
年
、
一
七
〇
八

(

宝
永
五)

年
屋
久
島
で
捕
縛
、
長
崎
を
経
て

三
右
衛
門
等
同
様
に

｢

於
江
府
小
日
向
ニ
前
々
ヨ
リ
有
之
切
支
丹
屋
敷

ニ
差
置
ル

(

注�)｣
こ
と
と
な
る
シ
ド
ッ
チ
取
調
べ
の
際
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

｢

阿
蘭
陀
等
の
国
の
通
事
な
ど
い
ふ
も
の
も
、
猶
さ
と
し
得
ぬ
所
あ
り

と
聞
え
た
れ
ば
、
此
事
に
至
て
は
、
き
は
め
て
難
事
也｣

と
し
て
奉
行

に
参
考
に
な
る
書
を
求
め
、｢

其
事
執
政
の
人
々
に
仰
下
さ
れ
し
か
ば
、

奉
行
の
許
よ
り
書
三
冊
を
進
ら
す
。
借
し
下
さ
れ
て
、
こ
れ
を
見
る
に
、

其
教
法
の
大
要
な
ど
見
え
て｣

(『

西
洋
紀
聞』

上
巻) (

注�)

云
々
と
語
ら
れ

た
書
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

『

西
洋
紀
聞』

を
見
れ
ば
、
白
石
の
熟
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読
ぶ
り
も
ま
た
表
れ
て
い
る
。｢

ジ
ョ
セ
フ
が
説
に
よ
る
と｣

(

中
巻)

と
い
う
形
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国
復
活
の
事
情
を
始
め
と
し
て
三
右
衛

門
の
書
か
ら
種
々
の
知
識
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

(

注�)

。

そ
の
よ
う
に
岡
本
の
書
は
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
棄
教
後
三
年
一
六
三
六

(

寛
永
一
三)

年
に
成
し
た

『

顕
偽
録』 (

注�)
も
含
め
て
、
排
耶
書
の

｢

幕

府
の
教
化
政
策
に
呼
応
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
乗
じ
自
己
の
棄
教
を
正

当
化
し
よ
う
と
す
る｣ (

注�)
と
い
う
傾
向
と
は
些
か
異
な
る
、
教
養
の
書
と

し
て
の
要
素
も
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
岡

本
三
右
衛
門
が
筑
後
守
を
始
め
と
し
て
様
々
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
よ
う

に
、
ロ
ド
リ
ゴ
も
遠
藤
に
よ
っ
て
岡
田
三
右
衛
門
へ
と
成
ら
さ
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
、
長
崎
で
の
最
後
の
場
面
に
始
ま
る
。

筑
後
守
に

｢

小
日
向
町
の
屋
敷｣

の
話
に
続
い
て
、｢

日
本
に
生
涯

お
ら
れ
る
以
上
、
今
後
日
本
名
を
名
の
ら
れ
る
が
よ
か
ろ
う｣

と

｢

岡

田
三
右
衛
門｣

と
い
う
名
が
与
え
ら
れ
、
独
り
身
は
不
便
だ
ろ
う
と

｢

そ
の
男｣

の
女
房
も
あ
て
が
わ
れ
る

(

注�)
。

対
し
て
、
岡
本
の
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。

右
岡
本
三
右
エ
門
ト
申
儀
ハ
、
其
頃
御
徒
ノ
内
ニ
岡
本
三
右
エ
門

ト
申
者
有
之
、
如
何
ノ
御
料
ニ
候
哉
、
御
仕
置
ニ
相
成
候
。
然
ル

処
、
上
意
ニ
テ
其
者
ノ
姓
名
ニ�
刀
脇
差
ト
モ
ニ
被
下
置
、
妻
ヲ

モ
被
仰
付
、
其
上
召
仕
ノ
男
女
夫
婦
者
ニ
テ
長
助
・
ハ
ル
ヲ
モ
御

附
被
下
候
。
尤
、
右
ノ
妻
ニ
相
成
候
女
ハ
、
豆
州
ノ
御
崎
西
町
ノ

モ
ノ
ニ
テ
、
御
仕
置
ニ
相
成
候
者
ノ
妻
ノ
由

(

略)
(

注�)

何
の
罪
に
因
る
か
は
明
か
で
な
い
も
の
の
、
御
家
人
岡
本
三
右
衛
門

が
仕
置
き
さ
れ
、
そ
の
名
、
刀
脇
差
し
を
譲
ら
れ
、
ま
た
そ
の
妻
と
、

後
に
触
れ
る

｢

長
助
・
ハ
ル｣

を
あ
て
が
わ
れ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
、
自
身
の
運
命
が
告
げ
ら
れ
た
時

｢

疲
労
と
も
諦
め
と

も
つ
か
ぬ
感
情｣

に
支
配
さ
れ
た
。
矜
持
を
保
と
う
と
し
な
が
ら
も
、

キ
ャ
ラ
の
よ
う
な
激
し
い
抵
抗
は
な
か
っ
た

(『

商
館
日
記』)

。
そ
の

虚
無
的
な
諦
念
は
、
そ
の
ま
ま
描
か
れ
な
い
屋
敷
で
の
生
活
と
、
ま
た

｢

役
人
日
記｣

に
潜
む
岡
田
三
右
衛
門
の
精
神
性
へ
と
及
ん
で
い
く
。

四

そ
の

｢

役
人
日
記｣

は
、｢『

査�
余
録』

か
ら
抜
萃
し
、
書
き
な
お

し
た｣

(｢

あ
と
が
き｣)

と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
〈
書
き
写
し
た
〉
と

言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
整
合
性
は
、
あ
た
か
も
岡
田
三
右
衛
門

と
な
っ
た
ロ
ド
リ
ゴ
の
晩
年
を
語
る
実
際
の
史
料
の
よ
う
に
前
段
を
受

け
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
原
拠
に
従
い
な
が
ら
も
、
意
図
的
に
変

更
し
た
箇
所
も
あ
る
。
そ
の
操
作
に
よ
っ
て
、
キ
ャ
ラ
で
は
な
い
ロ
ド

リ
ゴ
の
物
語
が
成
っ
て
い
く
。
そ
の
点
に
は
、
関
わ
る
指
摘

(

注�)

も
あ
り
詳

述
し
な
い
が
、
以
下
の
関
連
性
は
な
お
一
考
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
の
記
事
は
、｢
延
宝
四
年
丙
辰｣

(

一
六
七
六)

作
品
も
倣
っ
た
箇
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所
で
あ
る
。

晩
年
の
物
語
は
、
ま
ず
文
体
の
必
然
か
ら

｢

吉
次
郎｣

と
な
っ
た
彼

と

｢

角
内｣

と
を
入
れ
替
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
お
の
ず
と

｢

三
右

衛
門
召
連
れ
候
中
間
吉
次
郎｣

と
い
う
主
従
関
係
ま
で
が
成
る
。
次
に
、

出
自
を
信
仰
と
関
係
の
深
い
長
崎

｢

五
島｣

に
改
め
、
そ
れ
と
懐
中
か

ら
現
れ
た
道
具
と
を
組
合
わ
せ
て
秘
か
に
信
仰
の
守
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
背
景
へ
岡
田
三
右
衛
門
を
置
け
ば
、
主
従
の

隠
れ
た
関
係
も
現
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
さ
な
変
更
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て

｢

役
人
日
記｣

は
原
拠
を
離
れ
、
独
自
の
物
語
を
胚
胎
し

始
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
物
語
の
生
成
に
関
わ
る
要
素
と
し
て
挙
げ
た
い

の
が
、
長
与
善
郎

『

切
支
丹
屋
敷』

(

講
談
社
、
一
九
五
六
・
一
一)

と
、『

西
洋
紀
聞』

で
あ
る
。

そ
れ
は
、
二
書
に
登
場
す
る
岡
本
三
右
衛
門
に
も
仕
え
た

｢

長
助｣

｢

は
る｣

夫
婦
、
ま
た
そ
の
夫
婦
と
シ
ド
ッ
チ
と
の
関
係
に
か
か
わ
る
。

そ
の
境
遇
と
精
神
性
が
、
前
者
は
吉
次
郎
、
後
者
は
吉
次
郎
と
三
右
衛

門
と
の
関
係
を
創
る
遠
藤
へ
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
そ

の
摂
取
は
、
最
初
に『

切
支
丹
屋
敷』

が
あ
り
、『

西
洋
紀
聞』

に
至
っ

た
と
測
ら
れ
る
。
次
は
、
そ
の
上
巻
結
び
近
く
の
描
写
で
あ
る
。

正
徳
四
年
甲
午
の
冬
に
至
て
、
か
の
む
か
し
其
教
の
師
の
正
に
帰

せ
し
も
の
ゝ
奴
婢
た
り
し
と
い
ふ
夫
婦
の
も
の
、
此
教
師
は
、
黒

川
寿
庵
と
い
ひ
し
な
り
。(

略)

奴
婢
の
名
は
、
男
は
長
助
、
女
は
は
る
と

い
ふ
。
自
首
し
て
、
む
か
し
、
二
人
が
主
に
て
候
も
の
、
世
に
あ

り
し
時
に
、
ひ
そ
か
に
其
法
を
さ
づ
け
し
か
ど
も
、
国
の
大
禁
に

そ
む
く
べ
し
と
も
存
ぜ
ず
、
年
を
経
し
に
、
此
ほ
ど
、
彼
国
人
の
、

我
法
の
た
め
に
身
を
か
へ
り
見
ず
、
万
里
に
し
て
、
こ
ゝ
に
来
り
、

と
ら
は
れ
居
候
を
見
て
、
我
等
、
い
く
ほ
ど
な
き
身
を
惜
し
み
て
、

長
く
地
獄
に
堕
し
候
は
ん
事
の
あ
さ
ま
し
さ
に
、
彼
人
に
受
戒
し

て
、
其
徒
と
罷
成
り
候
ひ
ぬ
。
こ
れ
ら
の
事
、
申
さ
ゞ
ら
む
は
、
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『

査�
余
録』

岡
本
三
右
衛
門
召
連
候
中
間
角

内
へ
も
、
違
ひ
胡
乱
成
儀
共
故

牢
舎
申
候
、
囲
番
所
ニ
而
角
内

懐
中
之
道
具
穿
鑿
仕
候
処
、
首

ニ
懸
候
守
袋
之
内
よ
り
切
支
丹

之
尊
ミ
申
候
本
尊
み
い
ま
せ
一

出
申
候
、(

略)

角
内
牢
よ
り

呼
出
シ
、
国
所
親
類
之
様
子
相

尋
候
、
生
国
越
前
之
者
、
当
辰

四
拾
貳
歳
ニ
罷
成
申
候

(

点
線
、
下
野)

『

沈

黙

』

岡
田
三
右
衛
門
召
連
れ
候
中
間

吉
次
郎
へ
も
、
違
ひ
胡
乱
な
る

儀
ど
も
故
、
牢
舎
申
し
候
、
囲

番
所
に
て
吉
次
郎
懐
中
の
道
具

穿
鑿
仕
り
候
処
、
首
に
懸
け
候

守
り
袋
の
内
よ
り
、
切
支
丹
の

尊
み
申
し
候
本
尊
み
い
ま
せ
一
、

出
で
申
し
候
、(

略)

吉
次
郎

牢
よ
り
呼
出
し
、
国
所
、
親
類

の
様
子
相
尋
ね
候
、
生
国
九
州

五
島
の
者
、
当
辰
五
拾
四
歳
に

罷
り
成
り
申
し
候



国
恩
に
そ
む
く
に
似
て
候
へ
ば
、
あ
ら
は
し
申
す
所
也
。

｢
長
助｣

｢

は
る｣

は
、
三
右
衛
門
に
仕
え
な
が
ら
、『

査�
余
録』

で
も
同
宿

｢
寿
庵｣

と
さ
れ
る
者
に
教
え
を
受
け
た
。
彼
ら
は
、｢

国

の
大
禁｣

と
い
う
認
識
も
乏
し
い
ま
ま
に
年
月
を
経
て
き
た
が
、
シ
ド
ッ

チ
の
布
教
へ
の
強
い
意
志
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
今
度
は
自
覚
を
持
っ

て
彼
か
ら
受
洗
、
信
徒
と
な
っ
た
こ
と
を
告
げ
る
。

そ
し
て
、『

切
支
丹
屋
敷』
は
夫
婦
に
子
供
を
持
た
せ
盗
難
事
件
な

ど
も
創
る
が
、
大
筋
は
ほ
ぼ

『
西
洋
紀
聞』

に
倣
う
。

｢

親
が
切
支
丹
で
あ
り
ま
し
た
た
め
官
奴
と
い
う
も
の
に
さ
れ｣

(

第

十
景
ノ
二)

た
長
助
は
る
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
虐
げ
ら
れ
、
甲
斐
な
い
、

｢

産
れ
ぞ
こ
な
い
の
生
命｣

(

第
十
四
景)

を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の

二
人
が
、
全
て
を
賭
し
た
司
祭
の
信
仰
に
感
化
さ
れ
、｢

浮
ば
れ
て
救

わ
れ
る｣

こ
と
を
思
い
、｢

本
当
の
信
者
の
仲
間
に
入
れ
て
頂
き
た
い

一
心
で｣

受
洗
を
請
う
。
事
が
露
見
し
た
後
も
、
信
徒
と
な
っ
た
こ
と

に
拠
っ
て
支
え
ら
れ
仕
置
き
を
受
け
る
。
そ
の
よ
う
な
長
助
は
る
と
シ

ド
ッ
チ
の
関
係
は
、
結
末
へ
の
動
き
は
措
い
て
、
岡
田
三
右
衛
門
と
な
っ

た
彼
と
そ
の
〈
生
〉
を
見
守
っ
て
き
た
吉
次
郎
、
彼
等
の
精
神
的
な
繋

が
り
と
の
類
縁
を
考
え
さ
せ
る
。
ま
た
、
長
助
は
る
の

｢

浮
ば
れ
ね
え

因
果｣

に
支
配
さ
れ
た
境
遇
を
解
き
、
精
神
的
な
恢
復
へ
と
向
か
い
な

が
ら
事
が
露
見
し
て
い
く
と
い
う
展
開
は
、｢

生
れ
つ
き
弱
か
者｣

た

る
吉
次
郎
の
秘
か
に
信
仰
を
守
り
な
が
ら
も
事
の
露
見
し
て
い
く
状
況

と
重
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
は
執
筆
時
を
回
顧
し
た

｢

召
使
た
ち｣

(『

文
芸
春
秋』

一
九
七
二
・
一)

で
も
語
ら
れ
て
い
る
。

遠
藤
は
、
長
助
夫
婦
と
キ
ャ
ラ
と
の
関
係
を

｢

転
び
ば
て
れ
ん
と
そ

の
召
使
、
わ
び
し
い
一
対
の
姿
を
私
は
瞼
に
描
き
な
が
ら
、
ふ
と
、
冬

空
に
身
を
す
り
寄
せ
あ
っ
て
い
る
二
羽
の
小
禽
を
連
想
し
た｣

と
、
そ

の
境
遇
の
類
似
か
ら

｢

相
手
を
い
た
わ
る
憐
憫
の
情｣

が
形
成
さ
れ
た

こ
と
を
測
り
、
二
人
の
受
洗
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ラ
の

｢

苦
し
い
孤
独

な
生
涯｣

と

｢

屈
辱
の
泪｣

を
自
分
達
の
生
涯
と
泪
に
重
ね
、
さ
ら
に

｢

シ
ド
ッ
チ
の
毅
然
と
し
た
信
仰
に
心
う
た
れ
た
こ
と｣

に
拠
る
と
記

す
。
こ
の

『

西
洋
紀
聞』

に
も
触
れ
分
析
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
、
長
助
は
る

の
心
理
は
、
遠
藤
の
内
で
咀
嚼
さ
れ
、｢

役
人
日
記｣

の
岡
田
三
右
衛

門
、
吉
次
郎
へ
も
映
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。

そ
し
て
、｢

役
人
日
記｣

は
岡
田
三
右
衛
門
の
終
焉
の
時
を
操
作
し

て
結
ば
れ
る
。
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『

査�
余
録』

・
貞
享
二
年
乙
丑

・
切
支
丹
屋
敷
ニ
罷
在
候
伴
天

連
岡
本
三
右
衛
門
儀
、
南
蛮
志

志
り
や
の
者
、
四
拾
三
年
以
前

未
年
、
井
上
筑
後
守
へ
始
而
御

『

沈

黙

』

・
延
宝
九
年
辛
酉

・
切
支
丹
屋
敷
に
罷
り
あ
り
候

伴
天
連
岡
田
三
右
衛
門
儀
、
南

蛮
ほ
る
と
が
る
の
者
、
三
拾
余

年
以
前
未
年
、
井
上
筑
後
守
へ



作
品
は
、
享
年
を

｢

八
拾
四
歳｣

か
ら

｢
六
拾
四
歳｣

に
動
か
す
た

め
に
、｢

三
拾
余
年
以
前
未
年｣

と
架
空
の
捕
縛
時
を
創
り
、
さ
ら
に

幽
閉
期
間
を

｢

三
拾
年｣

と
縮
め
て
没
年
を

｢
延
宝
九
年
辛
酉｣

(

一

六
八
一)

に
改
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
原
拠
の
高
齢
を
不
都
合

と
し
て
変
更
し
た
理
由
を
死
因
の

｢

致
不
食
相
煩
候｣

と
い
う
一
節
に

求
め
、
先
の

｢

ゼ
ジ
ユ
ン｣

へ
繋
げ
る
視
点
か
ら
、
そ
こ
に
殉
教
に
準

じ
る
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
、
そ
れ
を
遠
藤
の
意
向
と
す
る
把
握
が

生
じ
た
。
し
か
し
、｢

生
け
る
屍
に
ひ
と
し
い｣

、
或
は

｢

苦
し
い
孤
独

な
生
涯｣

(｢

召
使
た
ち｣)

と
い
う
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
岡
本
像
か
ら

考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
変
更
は
そ
の

｢

孤
独
な｣

苦
し
み
か
ら
の
解
放
、

終
止
を
企
図
し
て
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
補
う

た
め
に
、
さ
ら
に
終
焉
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
変
更
を
検
討
し
て
み
た

い
。
そ
れ
は
、『

査�
余
録』

の
一
六
九
一

(

元
禄
四)

年
七
月
の

｢

寿
庵
儀
入
牢
被
申
付
候｣

と
い
う
件
に
関
わ
る
。

｢

日
比
我
儘｣

で
、
与
力
へ

｢

不
届
之
仕
方｣

等
あ
っ
た
た
め

｢

つ

め
牢
ニ
被
仰
付
候｣

と
な
っ
た
寿
庵
が

｢

日
比
望
ニ
而
御
座
候
ヘ
者
忝

存
候
由
申
候｣

と
処
分
に
従
っ
た
事
件
で
あ
る
。
こ
の�

末
の
語
る
の

は
、
寿
庵
の
改
心
で
あ
る
。
捕
縛
後
五
十
年
に
も
及
ぼ
う
と
す
る
時
、

信
仰
を
取
り
戻
し
た
い
と
自
ら
処
分
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
遠
藤
は
、

原
拠
の
三
右
衛
門
死
後
六
年
を
経
た
記
述
を
、
作
品
で
は
岡
田
三
右
衛

門
死
去
の
前
年
の
出
来
事
に
改
め
た
。
つ
ま
り
、
改
心
し
た
寿
庵
と
衰

弱
死
を
求
め
た
三
右
衛
門
と
を
意
図
的
に
列
べ
た
の
で
あ
る
。

遠
藤
は
、
先
に
触
れ
た
排
耶
書
の
執
筆
、
ま
た
詮
議
に
お
い
て

｢

少

し
も
勧
め
候
儀
之
な
き
由
申
し
候｣

と
吉
次
郎
と
の
関
係
を
否
定
し
た

件
も
略
さ
ず
に
、
さ
ら
に

｢

十
二
月｣

に
改
心
し
た
寿
庵
を
翌
年

｢

七

月｣

迄
見
続
け
る
三
右
衛
門
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
寿
庵
の
改
心
を

前
に
、
同
様
の
道
で
は
な
く
あ
え
て
衰
弱
死
に
よ
る
終
焉
を
与
え
た
の

で
あ
る
。
棄
教
と
、
さ
ら
に
改
心
で
き
な
い
苦
し
み
が
続
く
。

或
は
、
前
段
に
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
排
耶
書
執
筆
を
聞
い

た
時
、｢

ど
ん
な
拷
問
よ
り｣

｢

む
ご
い
仕
打
ち｣

と
声
を
荒
げ
、
沢
野

忠
庵
と
な
り
、
日
本
人
の
よ
う
に
着
物
を
着
、
髪
を
結
っ
た
姿
を
前
に

｢

し
か
も
な
お
生
き
て
い
る｣

と
悲
嘆
す
る
場
面
が
あ
る
。
ロ
ド
リ
ゴ

は
、｢

こ
ん
な
人
生｣

を
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
姿
に
言
葉
を
失
う
が
、
そ
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預
、
囲
屋
敷
ニ
当
丑
年
迄
四
拾

年
罷
在
候
処
、
当
月
初
よ
り
致

不
食
相
煩
候
ニ
付
牢
医
石
尾
道

的
薬
用
申
候
へ
共
、
段
々
気
色

差
重
り
、
昨
廿
五
日
昼
七
半
時

過
相
果
申
候
、
右
三
右
衛
門
八

拾
四
歳
ニ
罷
成
候

(

点
線
、
下
野)

始
め
て
御
預
け
、
囲
屋
敷
に
当

酉
年
ま
で
三
拾
年
罷
り
あ
り
候

処
、
当
月
初
め
よ
り
不
食
致
し

相
煩
ひ
候
に
付
き
、
牢
医
石
尾

道
的
、
薬
用
ひ
申
し
候
へ
ど
も
、

段
々
気
色
さ
し
重
り
、
昨
廿
五

日
昼
七
つ
半
時
過
ぎ
、
相
果
て

申
し
候
、
右
三
右
衛
門
、
六
拾

四
歳
に
罷
り
な
り
候



れ
は
後
の
岡
田
三
右
衛
門
と
な
っ
た
己
の
人
生
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

そ
こ
へ
岡
本
三
右
衛
門
を
捉
え
た

｢

死
の
代
り
に
、
生
涯
、
恥
辱
の
人

生
を
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た｣

、
ま
た

｢

殺
す
よ
り
も
屈

辱
の
生
涯
を
一
日
で
も
長
く
強
要
す
る
ほ
う
が
彼
に
よ
り
多
く
の
苦
痛

を
与
え
る｣

(｢
召
使
た
ち｣)

な
ど
の
描
写
を
加
え
れ
ば
、
操
作
の
本

意
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

モ
デ
ル
た
る
岡
本
三
右
衛
門
の
送
っ
た

｢

恥
辱
の
人
生｣

｢

屈
辱
の

生
涯｣

(

同
前)

は
、
創
ら
れ
た
岡
田
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
遠
藤
は
そ
こ
か
ら
の
解
放
と
し
て
岡
田
三
右
衛
門
の
〈
生
〉
も

閉
じ
た
の
で
あ
る
。

見
て
き
た
よ
う
に
、
史
料
に
残
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
と
遠
藤
の
創
っ
た
ロ

ド
リ
ゴ
と
の
間
に
は
当
然
の
距
離
が
あ
っ
た
。
キ
ャ
ラ
の
没
年
は
、
一

六
四
三

(

寛
永
二
〇)

年
の
捕
縛
か
ら
四
二
年
後
の
一
六
八
五

(

貞
享

二)

年
で
あ
る
。
そ
の
時
が

｢

八
拾
四
歳｣

(『

査�
余
録』)
と
す
れ

ば
、
捕
縛
時
は
四
二
歳
。
ほ
ぼ
生
涯
の
半
分
を
棄
教
者
と
し
て
、
そ
し

て
岡
本
三
右
衛
門
と
し
て
生
き
た
こ
と
に
な
る
。

注

注
１

レ
オ
ン
・
パ
ジ
ェ
ス
著
／
ク
リ
セ
ル
神
父
校
閲
／
吉
田
小
五
郎
訳

(

下

巻
一
九
四
〇
・
八
、
岩
波
文
庫)

。

注
２

｢

神
父
巡
察
使
の
主
な
る
目
的
は
、
フ
ェ
レ
イ
ラ
神
父
に
救
ひ
の
手
を
差

し
の
べ
る
こ
と
、
或
は
少
く
と
も
、
他
の
殉
教
よ
つ
て
、
一
宣
教
師
と

一
会
長
と
が
棄
教
し
た
悪
評
を
取
戻
し
、
日
本
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
団
体

を
し
て
ロ
ー
マ
の
政
庁
及
び
全
体
の
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
に
対
し
て
補
ひ

を
す
る
こ
と
で
あ
つ
た｣

(『

宗
門
史』

下
巻
一
六
四
二
年)

と
い
う
表

現
な
ど
が
、
そ
の
背
景
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

注
３

村
上
直
次
郎
訳

(

第
一
輯
一
九
五
六
・
一
、
第
二
輯
一
九
五
七
・
一
、

岩
波
書
店)

。

注
４

熊
野
正
紹

『

長
崎
港
草』

全
一
五
巻
、｢

巻
第
四
筑
前
捕
南
蛮
人｣

(

西

道
仙
・
安
中
半
三
郎
校
訂
一
八
九
四
―

五
、
森
永
種
夫
・
丹
羽
漢
吉
校

訂
復
刻
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
・
五)

。
ま
た
、
田
辺
茂
啓
著

『

長

崎
実
録
大
成』

正
編
全
一
六
巻
、｢

第
七
巻
筑
前
ヨ
リ
邪
宗
門
之
者
送
来

事｣
(

古
賀
十
二
郎
校
訂
一
九
二
七
、
丹
羽
漢
吉
・
森
永
種
夫
校
訂
復
刻
、

長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
・
一
二)

に
も
同
旨
の
記
事
が
あ
る
。

注
５

注
７
に

｢

宗
門
改
役
与
力
の
記
録｣

と
あ
り
、
筆
者
は
三
右
衛
門
の
排

耶
書
執
筆
、
検
閲
に
も
立
ち
会
っ
た
河
原
甚
五
兵
衛
と
さ
れ
る
。
尚
、

以
下『

査�
余
録』

『

契
利
斯
督
記』

か
ら
の
引
用
は『

続
々
群
書
類
従』

(

第
十
二
宗
教
部
、
図
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
・
一
二)

に
拠
る
。

注
６

姉
崎
正
治『

切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
潜
伏』

(

一
九
二
五
・
六
、
同
文
館)

に
は
、
北
条
安
房
守
が

｢

明
暦
四
年

(1658)

四
月
廿
九
日
、
大
目
付

と
し
て
宗
門
改
役
を
引
つ
い
だ
後
間
も
な
い
時｣

に

｢

筑
後
守
の
手
記

其
他
の
文
書
、
或
は
口
述
に
基
い
て
筆
録
し｣

｢

役
目
執
行
の
指
南｣

と

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
あ
る
。

注
７

『

史
蹟
切
支
丹
屋
敷
研
究』

(

郷
土
研
究
社
、
一
九
三
〇
・
一
一)

。

注
８

『
真
山
青
果
随
筆
選
集』

第
三
巻

｢

切
支
丹
屋
敷
研
究
・
川
柳
雑
記
・
刻

舷
雑
筆｣

(

講
談
社
、
一
九
五
二
・
一
二)

。
そ
れ
は
、
注
７
の

｢

創
設

当
時
の
屋
敷
の
境
界
が
、
今
の
何
の
辺
に
迄
及
ん
で
ゐ
た
か
は
今
日
何

等
の
徴
す
べ
き
も
の
も
な
い
。(

略)

凡
そ
七
千
坪
ほ
ど
あ
つ
た
な
ど
ヽ
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い
ふ
説
は
要
す
る
に
根
拠
な
き
臆
説
に
過
ぎ
な
い｣

と
い
う
見
解
を
、

さ
ら
に
諸
史
料
に
拠
り
な
が
ら
否
定
す
る
形
で
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
長
与
善
郎

『

切
支
丹
屋
敷』

に
は
、｢

一
方
庵
と
い
う
人

が
江
戸
末
期
の
文
化
年
間
に
著
わ
し
た

『

遊
歴
雑
記』｣

か
ら
の

｢

地
面

の
広
さ
、
長
崎
の
出
島
等
し
く
、
高
低
四
千
坪
あ
り｣

と
い
う
件
も
あ

り
、
真
山
の
そ
れ
も
一
説
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
。

注
９

『

契
利
斯
督
記』
の
な
か
に
、｢

切
支
丹
宗
門
ハ
、
自
害
ハ
不
致
法
度
ニ

テ
候
へ
ど
も
、
ゼ
ジ
ユ
ン
ト
テ
食
事
ヲ
ヒ
カ
ヘ
、
食
ヲ
モ
少
シ
ヅ
ヽ
食

シ
、
其
外
大
根
カ
ブ
ナ
ド
ノ
類
ヲ
命
ツ
ナ
ギ
計
ニ
食
シ
、
ヨ
ウ

く
ニ

身
ヨ
ハ
リ
相
果
候
事
有
之
、
自
害
ニ
テ
ハ
無
之｣

云
々
と
あ
る
。

注
10

『

長
崎
実
録
大
成』

｢

第
七
巻
薩
摩
ヨ
リ
異
人
送
来
事｣

。
同
様
に

｢

古
ノ

蛮
人
ヲ
置
レ
シ
例
ニ
ヨ
リ
小
日
向
切
支
丹
屋
敷
ニ
召
置
レ｣

(『

長
崎
港

草』
｢

巻
第
七
又
送
羅
媽
国
人｣)

と
い
う
記
事
も
あ
る
。

注
11

新
井
白
石
著
／
村
岡
典
嗣
校
訂

(

岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
・
一
〇)

。
そ

れ
は

｢

大
猷
院
様
御
代
渡
り
候
コ
ン
パ
ニ
ヤ
ジ
ヨ
セ
フ
と
申
す
も
の
、

(

略)

三
巻
の
書
作
り
置
候
事｣

と
、
同
書
所
収
の

｢
天
主
教
大
意｣

に

拠
っ
て
証
さ
れ
る
。
ま
た
、
続
く

｢

反
逆
の
謀
に
て
無
之
趣
を
一
々
に

弁
じ
お
き
候
を
、
此
度
見
候
処
に
い
か
に
も

く
其
道
理
分
明
に
相
見

候
与｣

と
い
う
一
節
は
、
そ
の
期
待
に
充
分
応
え
る
内
容
を
備
え
て
い

た
こ
と
を
語
る
。
以
下
、『

西
洋
紀
聞』

か
ら
の
引
用
は
こ
れ
に
拠
る
。

注
12

注
11
に
従
え
ば
三
七
頁
。
そ
の
他
に
も
、｢

レ
ネ
サ
・
ゼ
ヌ
ワ｣

に
お
け

る
国
民
に
よ
っ
て
君
主
が
選
出
さ
れ
る
事

(

四
三
頁)

。
ト
ル
コ
の
ポ
ル

ト
ガ
ル
に
隣
接
し
て
在
る
事

(

四
五
頁)

。
大
友
宗
麟
の
受
洗
に
関
わ
る

奇
怪
な
事
情

(

六
七
頁)

、
ま
た
ザ
ビ
エ
ル
の
神
通
力

(

同
前)

な
ど
が

あ
る
。

注
13

｢

非
ヲ
説
テ
理
ヲ
知
ラ
セ
ン
タ
メ
ニ
、
ア
ラ
ア
ラ
言
顕
テ
、
文

[

又
カ]

鬼
利
志
端
宗
旨
ト
ナ
ツ
テ
邪
法
ニ
習
差
シ
ヌ
ル
万
民
ノ
戒
ト
ス｣

(

与
謝

野
寛
他
編

『

日
本
古
典
全
集』

｢

ぎ
や
・
ど
・
ぺ
か
ど
る｣

下
巻
、
其
刊

行
会
、
一
九
二
七
・
六)

と
い
う
一
節
か
ら
も
、
そ
の
排
耶
書
と
し
て

の
目
的
は
明
ら
か
で
あ
る
。
拙
稿

｢

フ
ェ
レ
イ
ラ
、
そ
し
て
沢
野
忠
庵

｢

沈
黙｣

論
の
前
提
と
し
て��

｣
(『

語
文
研
究』

第
九
四
号
、
二
〇

〇
二
・
一
二)

を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

注
14

『

日
本
思
想
大
系』

25

｢

キ
リ
シ
タ
ン
書
・
排
耶
書｣

(

岩
波
書
店
、
一

九
七
九
・
一
〇)

。

注
15

直
接
的
に
は
、｢

元
と
岡
本
某
と
い
っ
た
死
刑
囚
の
後
家
を
女
房
に
与
え

ら
れ
岡
本
三
右
衛
門
と
名
乗
っ
た｣

を
始
め
と
す
る
、
長
与
善
郎

『

切

支
丹
屋
敷』

の
描
写
か
ら
の
派
生
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拙
稿

｢『

沈
黙』

論

諸
書
と
の
関
わ
り
か
ら｣

(『

近
代
文
学
論
集』

第
二

八
号
、
二
〇
〇
二
・
一
一)

を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
注
11

｢

天
主
教
大
意｣

の

｢

岡
本
三
右
衛
門
と
申
す
名
を
被
下
、
御
扶
持
方
、

�
妻
女
従
者
等
被
下
さ
し
お
か
れ
候
も
の｣

と
い
う
描
写
な
ど
も
読
ま

れ
て
い
た
と
考
え
る
。

注
16

｢

岡
本
三
右
衛
門
筆
記｣

(

新
井
白
石
著
／
宮
崎
道
生
校
注

『

新
訂
西
洋

紀
聞』

、
平
凡
社
、
一
九
六
八
・
四)

所
収

(

前
半
の
雪
窓
著

｢

対
治
邪

執
論｣

、｢

切
支
丹
屋
敷
拘
禁
束
者
略
伝｣

を
除
い
た
そ
れ
以
降
は

『

契

利
斯
督
記』

の
関
連
記
事
と
重
な
る)

。

注
17

池
田
純
溢

｢

遠
藤
周
作

『

沈
黙』

の
研
究

｢

切
支
丹
屋
敷
日
記｣

・

〈

実
〉
と
〈
虚
〉
と
の
間｣

(『

上
智
大
学
国
文
学
論
集』

第
二
六
号
、
一

九
九
三
・
一)

。

(
し
も
の

た
か
ふ
み
・
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
国
際
学
部
助
教
授)
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